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関心高まるプロ市場、新たに福証プロ市場誕生 

 

 日本の株式市場は東証の市場改革で２０２２年４月よりプライム、スタンダード、グロースの３市

場に分かれました。プライムはグローバルな投資家との建設的な対話を中心に据えた企業向けの市場、

スタンダードは公開された市場における投資対象として十分な流動性とガバナンス水準を備えた企業

向けの市場、グロースは高い成長性を有する企業向けの市場と位置付けられています。 

 その市場改革から２年半余りが経過して上場維持基準がクリアできていない企業に与えられてきた

経過措置期間が本年３月１日より終了することで市場改革は新たな段階に差し掛かろうとしています。

それぞれに上場維持基準が定められている中で基準を超えていない企業は一定期間で改善が実行され、

改善できない場合には上場廃止に至るということに恐らく多くの上場企業がＩＲ活動を積極化させる

などの対応に迫られていると推察されます。とりわけグロース市場には上場後に成長が果たせず株価

の低迷で時価総額が基準である４０億円を下回った状態の銘柄が多数存在しているようです。こうし

た状況で最近は東証プロマーケットに関心が集まっており、更にはそれに加えてスタートしたばかり

の福証プロマーケットに東証との重複上場を含め昨年１２月１６日付けで一挙に７銘柄が上場したと

されます。今なぜプロマーケットなのかと言うと、東証の本則市場である３市場の上場維持基準順守

の厳格化で流動性はないがそれに準じてはいるプロマーケットにひとまず上場をしておくとの企業が

ごく当たり前にように増えてきたとの指摘があります。 

昨年の３つの市場におけるＩＰＯ企業数の内訳はグロース上場数６５社（前年は６７社）、スタンダ

ード１５社（同２３社）、プライム４社（同２社）に対してプロ市場には５０社（前年は３２社）があ

りました。また福証についても３社（前年は１社）、Ｑボードに３社（同１社）の上場があったほか名

証メインに１５銘柄（同８銘柄）、名証ネクストに４銘柄（同１銘柄）が上場するに至っています。つ

まり東証の上場維持基準の厳格運用で基準の緩い地方取引所に関心が移っているほか、時価総額基準

が３億円で流動性はなくても上場企業としての位置づけが得られるプロマーケットに関心が高まって

いるとされます。東証プロマーケット（ＴＰＭ）に続いて福証が昨年１２月に開始した福証プロマー

ケット（ＦＰＭ）にも重複上場含め７社の上場があり、本則市場に上場する前の予備校的な存在であ

るプロ市場にまず上場しておこうという気運が高まっているようです。 

昨年１２月１６日にＦＰＭに上場した７銘柄（テクロ３０６Ａ，ハウジングスタッフ３０７Ａ、Ｎ

ＩＣＳ２２２Ａ、ライフクリエイト２１６Ａ，ヒューマンアジャスト２４９Ａ、ニューロマジック２

５１Ａ，アイビスホールディングス９３３４）はそれぞれにまだ事業規模は小さく利益水準も低い状

況ですが、内容を吟味すると面白い企業が存在していることがわかります。 

流動性がない点を除けば、企業側の今後の発展意欲と成長の可能性を確認できれば大いに投資チャ

ンスがあると言えるでしょう。残念ながら個人投資家の大半は適格投資家とはみなされず市場での売

買はできませんが、今後はＩＰＯ銘柄への関心の高い一定の投資資産を保有する基準を満たした個人

投資家の投資対象となる可能性が出てきました。本コラムでも本則市場だけでなくプロ市場について

も取り上げて参りたいと存じます。       （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


